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当
初
は
四
十
八
名
、
十
二
月
現

在
で
は
七
十
七
名
と
な
っ
て
お

り
、
定
員
六
十
名
を
上
回
り
入

所
率
は
一
三
〇
％
で
あ
る
。

■
委
員　

七
光
台
駅
東
西
連
絡

通
路
整
備
委
託
料
に
お
け
る
全

体
の
取
り
つ
け
道
路
の
設
計
内

容
は
。
ま
た
、
取
り
つ
け
道
路

の
取
り
扱
い
は
歩
行
者
専
用
道

路
で
は
な
く
、
一
般
道
路
と
な

る
の
か
。

□
当
局　

東
口
の
取
り
つ
け
道

路
の
計
画
は
、
幅
員
四
・
五
メ

ー
ト
ル
、
延
長
一
五
〇
メ
ー
ト

ル
、
面
積
六
七
五
平
方
メ
ー
ト

ル
で
あ
る
。
ま
た
、
自
由
通
路

へ
入
る
た
め
の
取
り
つ
け
道
路

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
の
と
こ

ろ
車
を
通
行
さ
せ
る
考
え
は
な

い
が
、
取
り
扱
い
は
一
般
道
路

と
な
る
。

◆
本
会
議
・
賛
成
多
数
で
可
決

（
提
案
理
由
）　

本
補
正
予
算
案

は
、
歳
入
歳
出
予
算
等
の
補
正

で
あ
り
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
七
五
八

万
二
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
四
七
〇
億
二

〇
七
一
万
九
千
円
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

■
委
員　

居
宅
生
活
支
援
費
の

障
害
児
居
宅
介
護
費
で
、
対
象

を
障
害
児
と
限
定
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
何
人
分
の
増
と
な
る
の

か
。
ま
た
、
障
害
児
の
居
宅
介

護
費
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
。

□
当
局　

現
在
、
二
十
一
人
の

児
童
が
利
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、

身
体
介
護
、
家
事
援
助
、
移
動

介
護
の
三
点
で
あ
る
。

■
委
員　

ど
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
が
い
る
の
か
。

□
当
局　

現
在
、
は
っ
ぴ
い
、

た
す
け
あ
い
ス
プ
ー
ン
、
生

活
ク
ラ
ブ
流
山
介
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
あ
い
の
手
の
三
事
業

者
で
あ
る
。

■
委
員　

私
立
の
聖
華
保
育

園
の
平
成
十
六
年
四
月
当
初

と
現
在
の
入
所
率
は
。

□
当
局　

平
成
十
六
年
四
月

常任委員会

療
制
度
改
正
に
よ
り
、
老
人
保

健
対
象
者
が
七
十
歳
か
ら
七
十

五
歳
以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
平
成
十
四
年
十

月
以
降
に
七
十
歳
に
な
る
方
は

国
民
健
康
保
険
で
前
期
高
齢
者

と
い
う
扱
い
で
給
付
す
る
形
と

な
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
実
際
は

制
度
改
正
後
に
七
十
歳
以
上
の

方
も
国
民
健
康
保
険
で
見
る
た

め
、
平
成
十
九
年
九
月
ま
で
は

老
人
保
健
へ
の
移
行
者
が
な
く
、

老
人
保
健
の
被
保
険
者
数
が
減

り
、
医
療
費
に
つ
い
て
も
国
民

健
康
保
険
が
伸
び
て
、
老
人
保

健
が
減
っ
て
く
る
。

■
委
員　

普
通
調
整
交
付
金
の

確
定
は
い
つ
も
年
度
末
に
な
る

と
思
う
が
、
今
年
度
に
限
っ
て
、

多
額
な
も
の
を
予
算
化
す
る
こ

と
に
問
題
は
な
い
の
か
。

□
当
局　

今
年
度
も
普
通
調
整

交
付
金
の
確
定
等
は
年
度
末
と

な
る
。
現
在
、
仮
申
請
の
み
で

あ
る
が
、
正
式
に
は
二
月
ご
ろ

に
交
付
申
請
を
出
し
、
三
月
下

旬
に
確
定
と
な
る
。
金
額
等
は

国
の
予
算
総
額
等
の
動
き
で
調

整
率
が
変
動
す
る
の
で
、
金
額

は
か
な
り
抑
え
て
見
込
み
、
あ

る
程
度
の
試
算
の
中
で
補
正
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

◆
本
会
議
・
全
会
一
致
で
可
決

（
提
案
理
由
）　

本
補
正
予
算
案

は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
で

あ
り
、
規
定
の
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
四
億
八
三

八
九
万
五
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
一
二
七

億
三
七
〇
三
万
九
千
円
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

■
委
員　

療
養
給
付
の
一
般
分

が
ふ
え
老
人
保
健
分
が
減
っ
て

い
る
が
、
全
体
の
中
の
比
率
は
。

□
当
局　

平
成
十
六
年
九
月
末

現
在
に
お
け
る
一
般
保
険
給
付

費
の
対
前
年
比
は
、
一
般
被
保

険
者
で
約
六
％
、
退
職
被
保
険

者
で
約
五
％
伸
び
、
老
人
保
健

給
付
対
象
者
が
マ
イ
ナ
ス
四
％

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

十
六
年
十
月
末
現
在
に
お
け
る

被
保
険
者
数
の
対
前
年
比
は
一

般
被
保
険
者
で
一
・
一
九
％
、

退
職
被
保
険
者
で
十
二
・
七
四

％
、
老
人
保
健
給
付
対
象
者
が

マ
イ
ナ
ス
三
・
四
六
％
と
な
っ

て
い
る
。

■
委
員　

一
般
被
保
険
者
の
件

数
が
ふ
え
、
老
人
保
健
給
付
対

象
者
が
減
る
理
由
は
。

□
当
局　

平
成
十
四
年
度
の
医

七光台駅東口取りつけ道路整備

七光台駅東西連絡通路整備費などを補正総　　務

議
案
第
二
十
一
号

平
成
十
六
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
四
号
）

老人保健拠出金等の減額など 環境経済

議
案
第
二
十
二
号

平
成
十
六
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）
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兼
任
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
、
そ

う
で
な
い
と
こ
ろ
の
人
数
は
。

□
当
局　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
と

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
兼
務

す
る
職
名
は
、
施
設
長
、
生
活

相
談
員
、
栄
養
士
、
事
務
員
、

非
常
勤
の
内
科
の
医
師
で
あ
る
。

　

ま
た
、
別
々
に
勤
務
す
る
職

員
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
看

護
師
が
一
名
、
介
護
職
が
五
名

で
あ
り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
看
護
師
が
一
名
、
介
護
職

が
四
名
、
非
常
勤
の
精
神
科
の

医
師
が
一
名
で
あ
る
。

■
委
員　

情
報
公
開
が
適
用
さ

れ
て
い
な
い
が
、
市
に
事
業
報

告
書
が
提
出
さ
れ
る
の
か
。

□
当
局　

年
度
末
に
、
市
に
報

告
書
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

◆
本
会
議
・
賛
成
多
数
で
可
決

（
提
案
理
由
）　

複
合
老
人
ホ
ー

ム
楽
寿
園
の
指
定
管
理
者
と
し

て
、
社
会
福
祉
法
人
野
田
み
ど

り
会
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
も

の
。

■
委
員　

選
定
基
準
表
を
作
成

し
、
選
定
し
た
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
ど
こ
で
選
定
基
準
表
を

作
成
し
た
の
か
。
ま
た
、
選
定

委
員
会
は
あ
る
の
か
。

□
答
弁　

当
初
か
ら
野
田
み
ど

り
会
を
想
定
し
て
お
り
、
条
例

で
は
選
定
委
員
会
の
設
置
を
規

定
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
か
わ

る
も
の
と
し
て
は
、
助
役
と
市

長
部
局
の
主
管
者
で
構
成
し
て

い
る
会
議
が
あ
り
、
そ
の
会
議

の
中
で
意
見
を
聞
き
、
野
田
み

ど
り
会
が
適
切
で
あ
る
と

い
う
判
断
の
も
と
に
指
定

を
お
願
す
る
。

■
委
員　

今
後
、
指
定
管

理
者
制
度
を
適
用
す
る
場

合
に
は
、
選
定
委
員
会
を

つ
く
っ
て
行
っ
て
い
く
の

か
。

□
答
弁　

基
本
的
に
は
そ

う
い
う
形
に
な
る
。

■
委
員　

野
田
み
ど
り
会

の
職
員
体
制
に
つ
い
て
、

て
も
、
そ
っ
く
り
認
定
道
路
と

し
て
の
幅
員
が
あ
っ
て
も
よ
い

と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
取

り
扱
い
と
な
る
の
か
。

　

ま
た
、
供
用
開
始
と
な
れ
ば
、

か
な
り
の
利
便
性
が
あ
る
と
思

う
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
認
定
を

し
て
供
用
開
始
と
な
る
の
か
。

□
当
局　

清
水
公
園
駅
、
七
光

台
駅
の
回
転
広
場
の
道
路
幅
員

に
つ
い
て
は
、
車
道
部
分
で
バ

ス
の
停
車
帯
部
分
三
メ
ー
ト
ル

を
含
む
七
・
五
メ
ー
ト
ル
。
そ

れ
に
、
歩
道
二
・
五
メ
ー
ト
ル

を
含
め
て
十
メ
ー
ト
ル
と
い
う

こ
と
で
認
定
し
て
い
る
。
そ
れ

以
外
の
回
転
広
場
部
分
に
つ
い

て
は
、
区
画
整
理
事
業
が
完
了

し
た
時
点
で
区
域
の
変
更
に
よ

り
考
え
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
清
水
公
園
駅
、
七
光

台
駅
は
、
認
定
を
し
て
い
た
だ

い
た
後
に
市
の
管
理
と
な
る
が
、

使
用
収
益
の
開
始
に
伴
い
、
組

合
管
理
に
よ
り
既
に
供
用
を
開

始
し
て
い
る
。
座
生
は
、
山
崎

吉
春
線
と
清
水
公
園
駅
前
線
の

交
差
点
部
分
の
信
号
機
設
置
を

お
願
い
し
て
お
り
、
現
在
、
業

者
に
発
注
を
し
、
年
度
内
の
信

号
機
設
置
後
に
供
用
を
開
始
す

る
予
定
で
あ
る
。

◆
本
会
議
・
全
会
一
致
で
可
決

（
提
案
理
由
）　

路
線
整
理
の
た

め
市
道
路
線
を
認
定
及
び
廃
止

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

■
委
員　

市
道
路
線
と
し
て
、

認
定
す
る
た
め
の
条
件
は
。

□
当
局　

認
定
に
つ
い
て
は
、

市
の
認
定
要
綱
に
基
づ
き
、
道

路
法
第
三
十
三
条
第
四
項
以
外

の
道
路
に
つ
い
て
基
準
を
設
け

て
い
る
。
条
件
と
し
て
は
、
幅

員
が
四
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
り
、

起
終
点
が
道
路
に
接
続
し
て
い

る
こ
と
、
土
地
区
画
整
理
法
の

規
定
に
よ
り
新
設
し
た
道
路
で

あ
る
こ
と
、
建
築
基
準
法
の
規

定
に
よ
る
道
路
位
置
指
定
を
受

け
た
道
路
で
あ
り
、
起
終
点
が

公
道
に
接
続
し
て
い
る
こ
と
の

三
項
目
の
基
準
を
も
っ
て
認
定

を
行
う
も
の
で
あ
る
。

■
委
員　

七
光
台
駅
前
と
清
水

公
園
駅
前
は
幅
員
が
十
メ
ー
ト

ル
と
な
っ
て
お
り
、
車
道
も
歩

道
も
含
め
十
メ
ー
ト
ル
で
認
定

す
る
扱
い
だ
と
思
う
が
、
現
地

を
見
る
限
り
で
は
ど
こ
か
ら
ど

こ
ま
で
が
認
定
道
路
な
の
か
判

断
が
で
き
な
い
。
車
道
も
歩
道

も
含
め
て
認
定
道
路
と
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
歩
道
部
分
に
つ
い

常任委員会

複合老人ホーム楽寿園

路線整備のため市道の認定・廃止建　　設

指定管理者として野田みどり会を指定 文教福祉

議
案
第
十
五
号

複
合
老
人
ホ
ー
ム
の
指
定

管
理
者
の
指
定

議
案
第
十
九
号
及
び
議
案

第
二
十
号

道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止


